
まちからの大切なお知らせI n f o r m a t i o n

　「大事なものをよく置き忘れるようになった」「人付き合いが苦手になり、家から出たくない」など、
「あれ？なんか変だ」と思い当たることはありませんか。
　認知症の前段階とされるSCI（主観的認知機能低下）やMCI(軽度認知障害）と呼ばれる状態がありま
す。この段階で察知し、適切に対応することが、認知症の発症や進行を防ぐ最大のカギとなります。

■ まずはお気軽に相談を
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ＳＣＩは「気のせい」と見過ごしがちな段階
SCI（主観的認知機能低下）とは、自分自身で「物忘れが増えた」「集中力が落ちた」
など自覚している状態を指します。検査では明らかな異常が見つからないことが
多い段階で、周囲の人もほとんど気づかないことが多いです。本人も「気のせい」
「疲れているから」とやり過ごしがちですが、近年の研究では、SCIを自覚した人の
なかに、のちにMCI（軽度認知症）や認知症へ進行する人がいます。
数値や画像に表れない「脳のわずかなサイン」を最も敏感に感じ取っているのは本
人自身です。だからこそ、早期の生活改善が将来の進行を防ぐカギになります。
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